
 「ヒノヒカリ」は、良質で⾷味が優れているため県内で普通期⽔稲の主⼒品種として幅広く作
付けされていますが、近年、登熟期間中の⾼温による品質の低下が問題となっています。

 そこで、「ヒノヒカリ」より⾼温で品質の低下が起こりにくく、同程度の⾷味を持つ主⾷⽤⽶
品種を育成しました。
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背景・⽬的

「ひなた舞（南海189号）」は「ヒノヒカリ」より⾼温での品質低下が少なく同程度の⾷味である

 「ヒノヒカリ」より出穂期が３⽇、成熟期は４⽇遅いです(表1)。
 稈⻑は同程度で穂⻑は⻑く、穂数はやや少なく、千粒重が⼤きく、草型は“偏穂重型”です(表1)。
 検査等級は“5.0”、⾼温登熟性は“中“と「ヒノヒカリ」よりも登熟期間中の⾼温による品質の低
下は少ないです(表1,2)。

 収量は「ヒノヒカリ」より多収で、⾷味は「ヒノヒカリ」並に優れる“極良⾷味”です(表1)。

成果の内容

成果の活⽤先

留意点
 2025年から栽培試験を⾏い、移植時期や最適な施肥法など、栽培技術の確⽴を図ります。
 今回の研究成果は、宮崎県総合農業試験場(宮崎市佐⼟原町)で栽培した試験結果です。

 県内の普通期⽔稲において品質向上が課題の経営体、または他の普通期⽔稲
 品種との作期分散が必要な⼤規模経営体を中⼼に普及を図ります。

図１成熟期の「南海189号」

普及により期待される効果
 普通期⽔稲の⾷味を維持しつつ、⽞⽶品質の改善が期待されます。
 普通期⽔稲と作期分散することで、農繁期の作業性向上が期待されます。

表２ 特性検定試験の結果

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 判定

南海189号 × ◎ ○ ○ × ×× × × △ △

ヒノヒカリ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ××

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 判定

南海189号 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ヒノヒカリ × × ×× △ ○ × × ○ ○ △

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 判定

南海189号 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

ヒノヒカリ ×× △ ×× △ ×× × × ×× △ ×

◎：強、○：やや強、△：中、×：やや弱、××：弱
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※交配親︓「南海177号」良質･良⾷味 ×「関東257号」良質･良⾷味･Pi39保有
※データは、9カ年（2016〜2024年）成績の平均値を⽰している。


	スライド 1

